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はしがき

人間は、限りない欲望に対してすばらしい科学技術を日々進歩させてきている。特

に近年の科学技術の進歩はめざましいものがあり、それによる技術革新、技術の進歩

により我々の社会が、ひと昔前まで物を大切にする社会だ、ったものが、近年になって

大量生産、大量消費型社会に大きく移行し、そのおかげで我々の生活が急激に便利に

なった。しかし、その一方で、生産活動(主に工業活動)に伴う廃棄物、排ガス、排

水は急激に大気、水のみならず土壌をも汚染して人間を蝕む公害のみならず生物界の

生態系、さらには地球規模での環境をも脅かし、地球全体の環境を悪化させる要因と

なるであろう oそうした地球の環境汚染を防ぐために現在、国際的な政治的会議や、専

門的な学会の場など、様々な機会で環境問題について議論がされている。しかしその

中で土壌環境汚染について着目した場合、今現在、土壌汚染についての議論や研究は

どれくらい進んでいるのだろうか。

土壌汚染に対する研究の例としては、現在、工場、発電所、鉱山などの事業所周辺

の土壌汚染の実態の調査、研究は進んでいて、我が国の場合、平成15年に土壌汚染対

策法が施行されるところとなった。土壌汚染の原因物質としては、有機物、無機物、有

機金属化合物があるが、その中の、 Hg，Cd，Cu，Zn，Pb，Cr，Asなど、いわゆる重金属は土壌

中での蓄積性が高く、大きな問題となっている。

しかし一般生活環境中の土壌の重金属汚染について着目した場合、その調査、研究

は必ずしも満足できるものになっていなしミ。水田土壌や畑土壌などの農地用土壌につ

いては農用地土壌汚染防止法などに基づいて全面的にも調査され、汚染の実態がかな

り明らかにされてきているが、我々の一般生活環境中では、汚染が公害として認定さ

れるレベルにまで達しなければ、汚染の詳しい調査、研究は行われ難く、ましてや我々

の生活の場であるほとんどの住宅地、市街地では重金属汚染の研究は非常に行われ難

いのが現状であり、周りの人為的活動、さらには地球規模での汚染に由来する重金属

汚染が私達の身近な環境にどのように影響しているのかということは一般にはまだほ

とんど知られていなしユ。上述したように、重金属の土壌中での蓄積性は高いという点

からも、一般生活環境中に与える重金属汚染の原因、過程もより多くの調査、研究が

されるべきではなかろうか。

本研究は数年間に渡る日本各地での公園土壌の重金属濃度調査から、一般市街地で

の土壌重金属汚染の実態、を明らかにし、市街地土壌汚染レベルと各都市での産業形態

や鉱業、焼却処分場などとの関係を明らかにしようとするものである。本研究が今後、

市街地土壌汚染を評価するための貴重な資料となり、土壌汚染によるリスク対策確立

のために寄与できるところとなれば幸いである。

なお、本報告書は、本研究に関して様々な学会や研究会の機関誌、講演集などに発

表した論文を集めたものであることを断っておく。
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